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論文内容の要旨

“におい(匂い・臭い)"は、我々の生活に密接に関与しており、においの認識における構造活性相関は非常に興

味深いものであるが、人のにおい認知機構はまだ不明の部分も多く、その分析手法もまだ開発途上である。現在の市

販または研究用に開発された分析機器は、 1 )人の官能検査結果と相関がとれない、 2 )特定の試料形態(気体もし

くは液体)にしか使用できないなど汎用性に欠ける、 3) 分析精度の維持管理に手間がかかる等、においの研究を行

う上で不都合な点が数多くみられる o

私はこれらの点を改良し、においの研究に応用するために、 1 )微量の資料で構造解析が出来、 2) 人による官能

検査と機器分析結果の相関が得られ、 3) 試料の形状に関わらず多目的に使用することができ、 4) 取扱いが容易で

維持しやすい高性能な分析機器とそれを用いた分析手法を確立した上で、実際に多様なにおいの分析を試みた。

このためにまず、試料濃縮導入装置を導入し微量化を行った。気相試料サンプルの捕集方法と濃縮原理を考案し、

また、人の官能検査と機器分析結果の相関をとるため必要な“におい嘆ぎクロマトグラフィー"を作成した。ここで

開発した分析機器の応用例として、 1 )天然、パラ精油の主要香気物質の同定、 2 )アクリル酸ポリマーの悪臭放出機

構の解明、 3) シンナミルアルデヒドの分解反応の追跡、 4) 天然精油中微量不純物からのジアセチルの生成確認を

行っ Tこ o

この度の微量分析法の開発は、従来の分析機器を用いては不可能に近かった官能検査と機器による微量分析の相関

を、同時にしかも簡便に行うことを可能にした。また、開発した機器の汎用性を、より大幅に拡大した。

ここで開発された方法は、天然、に存在する未知の香気及び臭気物質の同定、においが人間に対して与える影響(臭

覚官能機構の解明、匂いの心理学的影響調査)をより正確に解析することや工業製品の香気分析などの広い分野に応

用する事ができる。

論文審査の結果の要旨

前野君は，“におい"の研究を行うため、まず気相試料サンフ。ルの捕集方法と濃縮原理を考案し、人の官能検査と

機器分析結果の相関をとるため“におい嘆ぎ"分析の手法を確立した。この微量分析法の開発は、従来の分析機器を
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用いては非常に困難であった官能検査と機器による微量分析の相関を、同時にしかも簡便に行うことを可能にしたD

つぎにこれらの分析機器及び手法を用いて、 1 )天然、パラ精油の主要香気物質の解析、 2 )アクリル酸ポリマーの悪

臭放出機構の解明、 3) シンナムアルデヒドの分解反応の解明を行った。よって、本論文は博士(理学)の学位論文

として十分価値あるものと認める。
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